
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自由の相互承認 

わたしの自由も大切にする 
あなたの自由も大切にする 

保護者配付 令和６年１０月 １日 
地域回覧        令和６年１０月 ４日 

 

「挑
ちょ

突
とつ

猛
もう

新
しん

」の体育祭が終わりました 

 

 ９月１４日（土）に令和６年度の体育祭を行いました。前々日の木曜日のリハーサルは

雨天の影響で、室内での最終調整でした。当日は、日光が肌を強烈に刺激するほどの暑さ

で、運動をするにはやや厳しい条件でした。そのような中、多くのご来賓、保護者、地域

の皆様からご来場いただき、たくさんの声援と拍手の中、すべての競技を無事に終えるこ

とができました。２つのハードルがあり、１つ目は飛び越えて、２つ目はくぐるという障

害物の後、借り物をする「新」形式の障害物レースでは、借り人になろうと、多くの皆さ

んが中央テント裏に自然と集まって、借りられることを楽しんでくださる様子がありまし

た。感染症下では、なかなか人との接触ができないこともあったことが、忘れられるかの

ような様子でした。今後も、様々な活動で多くの皆様からのご支援を賜りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 まもなく、令和６年度の活動の半分が終わります。 

 後期が始まってまもなくの１０月１９日（土）には、玲瓏祭を予定しています。 

 

 令和６年度の玲瓏祭スローガンは、 

「五線譜上の感動～Let’s have fun！～」 

 このスローガンに込められた思いとしては、五線譜とは、音符が書いてある五本線のこ

とです。その五本線の上にある音符、それは、私たち一人一人でもあり、今年はクラス合

唱でそれぞれの学級らしさのあるメロディーを奏でて、みんなに感動を与えたいという思

いが込められています。 

 「Let’s have fun！」では、合唱部門の感動だけでなく、パフォーマンス部門も合わせ

て、みんなが楽しめる玲瓏祭にしたいという思いから考えました。 

 以上の二つの想いを込めて、このスローガンを考えました。（生徒集会での説明より） 

 

 ★活躍の足跡★ 

 【柏刈新人球技大会】 ９月２５日（水） 

  ・野球   柏崎東部(北条中・南中・東中・第五中) ０－２ 柏崎北部 惜敗     第３位 

  ・バスケットボール 北条中・東中 ８２－１５ 鏡が沖中・柏崎翔洋中等   第１位 

 

  ９月１９日（木）に予定されていた柏刈駅伝競走大会は、豪雨の影響で中止となりました。 

北条中 学校だより 
令和６年度 第６号 

 

芳 風 
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１０ 月 の 主 な 予 定 

月 火 水 木 金 土 日 

 １ 

３年生上級 

学校訪問 

２ ３ 

新人柔道大会 

小６部活動体験 

４ 

２学年PTA 

親子レク 

５ 

夏渡 

草刈り 

６ 

７ ８ ９ 

職業講話① 

１０ 

PTA本部役員会 

１１ 

前期終業式 

１２ 

スクールバンド

合同演奏会 

１３ 

１４ 

スポーツの日 

１５ 

後期始業式 

預り金引き落とし日 

１６ 

 

１７ 

全校集会 

生徒集会 

１８ 

玲瓏祭リハーサ

ル、前日準備 

１９ 

玲瓏祭 

２０ 

北条コミセ

ンまつり 

２１ 

振替休業日 

２２ 

預り金引き落とし 

予備日 

２３ 

職業講話② 

２４ ２５ 

３年確認テスト 

２６ ２７ 

２８ 

専門委員会 

小中合同挨拶運動 

２９ ３０ 

市教委訪問 

３１ 

小中合同学校

保健委員会 

１１／１ ２ ３ 

 

１月１日の地震で壊れていた生徒玄関前の側溝付近でしたが、 

８月終わりに修復工事が終了し、きれいな状態に戻りました。 

ご来校のたびに、心配していただきました保護者、地域の皆様 

に感謝申し上げますとともに、ご報告いたします。 

 

■「クエスト」で魅力発信ＣＭ制作■ 
 総合的な学習の時間に全校で北条地域の魅力発信のためのＣＭづくりを行います。全校

生徒が班に分かれ、それぞれのテーマのもと、伝えたいことを話し合い、検討し、地域に

出掛けて取材を行います。最終的に各自が１５秒のＣＭ制作を目指します。 

 「１５秒ＣＭ」が最終ゴールになりますが、北条の魅力の再発見、人に伝えるために工

夫すべきことなどを学びながら、創造性を養っていくことをねらいとしています。 

 ９月２０日にプロの方から、ＣＭを作る上でのコツや留意すべきことを学びました。公

に放送するということは、著作権、肖像権など法律に基づく必要があることなど専門的な

知識も教えていただきました。 

 子どもたちの活動の様子をＮＣＴ（エヌ・シー・ティー）が取材し、完成した代表ＣＭ

１編とともに活動の様子が編集され、実際に放送される予定です。放送は、ＮＣＴの契約

をしている方のみが視聴できると聞いています。あらかじめご了承ください。 

 

■敵の「テキ」は音読み！？■ 
 新人大会の表彰が行われた９月２６日の全校集会に向けて、話をする材料を調べていた

ところ、敵をテキと読むのが音読みと知りました。その時までは、多分、訓読みだと思っ

ていました。多分、というのは、そんなことをわざわざ考えなくとも当然訓読みだろうく

らいの意識でした。全校集会で聞いてみると、半数の子どもたちも（職員の一部も）同様

の認識があったようです。敵の文字に送り仮名の「う」をつけて、敵うが「かなう」と読

むことを知ったのは、十数年前に、ある小説に「敵わない」という表記を見つけたときで

した。今回、この調べ活動から派生して、敵、適、滴、摘に使われている“つくり”の部

分に共通する意味も見つけました。 

 話の最後は、いろいろなことが叶えやすいと言われる「〇〇の秋」、あなたは今、叶え

たいことのために何をしますか、と締めくくりました。          （校長） 


